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10月10日「体育の日」遠賀中学校で、町民体育祭が行われました。

澄み渡った秋空の下、地区の代表にノミ、さわしく・力強い演技が続き、広渡地区が総合優勝
しました。

出場者も応援者もたのしくさわやかな一日でしたoさあ今日から、来年めざして練習．′

人のうこきは講書）i　　　＊11月の税金＊
人　　口

男

女

世語数
転　　入　　99

出　　生　16

14，280人（＋48）

6，910人（＋21）

7，370人（1－27）

3．929戸（＋14）

掻∴∴出　　61

死　　亡　　6

は　細　月　田

国民健康保険税　3期分

納期限12月1日（月）まで

納期内　納付で　明るい町づくり

（11月のこよみ）全国青少年健全育成強調月間
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77月1日は

省エネルギーの日

励圏り棚田的曲調唖運動鵬易幽閉

文化財保護強調週間＿（1日－7日）・文化の目（3日）

遠
賀
都
市
計
画
道
路
変
更

（
秦
）
の
縦
覧
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
き
次
の
と
お
り
案
の
縦
覧
を
い

た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で

に
慧
見
番
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

▽
変
更
に
係
る
都
市
計
画
道
路
の
名
称

駅
前
線
、
尾
崎
～
上
別
府
線
、
広
渡

－
老
良
縁
、
老
良
～
上
別
府
線
、
広
漠

～
別
府
線
、
駅
南
線

▽
縦
覧
期
間

昭
和
弱
年
1
0
月
龍
田
～
0
0
日
ま
で

▽
縦
覧
場
所

績
両
県
土
木
部
都
市
計
画
課

遠
賀
町
企
画
課

遠
賀
都
市
計
画
土
地
区
画

整
理
事
業
の
決
定
に
関
す

る
縦
覧
に
つ
い
て

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
き
次
の
と
お
り
案
の
縦
覧
を
い

た
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
ご
意
見
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で

に
意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
都
市
計
画
の
穣
類
及
び
名
称

遠
賀
都
市
計
画
今
古
賀
土
地
区
画
整

理
専
業

▽
都
市
計
画
を
決
定
す
る
土
地
の
区
域

遠
賀
郡
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
学
松
ノ

元
、
字
砂
田
、
手
前
見
、
字
塔
ノ
元
、

字
典
船
及
び
字
正
課
の
各
字
の
一
部

▽
縦
覧
期
間

昭
和
5
5
年
1
0
月
叩
日
～
0
0
日
ま
で

▽
縦
兜
場
所

福
岡
県
土
木
部
都
市
計
画
課

遠
賀
町
企
画
課

土
地
区
画
整
理
法
に
基

づ
く
施
行
地
区
の
公
告

及
び
縦
覧
に
つ
い
て

遠
賀
町
今
古
賀
土
地
区
画
整
理
組
合

の
設
立
準
備
の
た
め
土
地
区
画
整
理
法

の
規
定
に
よ
り
、
施
行
地
区
の
借
地
権

を
有
す
る
者
に
つ
い
て
同
意
を
得
よ
う

と
す
る
た
め
、
施
行
地
区
と
な
る
べ
き

区
域
を
公
告
し
、
雛
党
い
た
し
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
区
域
に
宋
叢
話
の
借
地
権
を
有

す
る
方
は
、
昭
和
弱
年
n
月
1
6
日
ま
で

に
借
地
権
の
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

▽
施
行
地
区
と
な
る
べ
き
区
域

遠
賀
町
大
字
今
古
賀
字
正
課
、
字
貴

舟
、
字
塔
ノ
元
手
前
見
及
び
字
砂
田
の

各
字
の
一
部

▽
縦
捲
期
間

昭
和
5
5
年
1
0
月
1
7
日
～
0
0
日
ま
で

▽
縦
覧
場
所

遠
賀
町
企
画
課

繊
轡
繊
維
鰯
繊
轡
繊
凝
∵

今
回
は
、
遠
賀
町
消
防
団
第
一
分
団
　
班
長
　
村
田
智
美
　
農
∴
柴
　
木
守

々
貝
を
紹
介
し
ま
す
。
（
階
級
・
氏
名
　
団
貝
　
松
本
徒
事
　
会
社
員
　
〃

・
職
業
・
地
区
各
順
で
す
。
）
　
　
　
　
〃
　
　
倉
光
和
美
　
　
〃
　
　
　
〃

○
広
漠
・
旧
任
班
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
安
部
武
麿
　
農
　
協
　
　
〃

班
長
　
古
墳
文
麿

団
員
　
松
本
惟
面

〃　　柴田裕貰

〃　　矢野勝間

〃　　安松隆一

〃　　田中彰一

〇
遠
賀
川
・
新
町
班

班
長
　
柴
田
康
則

団
員
　
井
口
　
満

〃　　井口敏光

〃　　国広　糾

〃
∴
∴
一
審
木
　
博

〃　　談屋修身

〃　　石松福一

〃　　原　善治

〃
∴
∴
希
垂
和
美

0
木
守
秘

捜
∴
業
　
広
　
漠

役
　
場
－
∴
〃

自営業　　〃

農
∴
偽
【
∴
∴
〃

自
営
業
　
旧
　
任

自営業　　〃

自
営
業
∴
遠
賀
川

〃
　
　
　
　
　
　
〃

会社員　　〃
〃　　　　　　〃

自営業　　〃
〃　　　　　　〃

会
社
員
∴
新
　
町

役
∴
賜
一
∴
〃

柴
田
隣
夷
　
自
営
業

村
田
千
秋
　
農
　
薬

○
今
古
賀
排

班
長
　
吉
田
　
隙

間
風
　
柴
田
稿
治

〃　　村田初碓

〃　　子追敏雄

○
別
府
班

班
長
　
安
諜
貞
昭

団
員
∴
吉
田
正
伸

〃　　山中英二

会
社
員
　
今
古
賀

公
務
負
∴
∴
〃

会社員　　〃

能
∴
欒
　
別
　
府

遠

賀

町

消

防

団

構

成

組

織

本
町
消
防
団
の
組
織
は
、
本
部
の
ほ
か
三
伯
分
団

で
構
成
さ
れ
、
そ
の
区
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
一
分
団

広
漠
・
旧
停
・
遠
賀
川
・
新
町
・
松

ノ
木
・
木
守
・
今
古
賀
・
別
府

第
二
分
団

島
津
・
若
松
・
鬼
浦
・
尾
崎

第
一
二
分
田

上
別
府
・
浅
木
・
東
和
苑
・
虫
生
津

西
町
∴
東
町
・
磐
薬
台
・
老
衰

又
、
消
防
団
の
条
例
定
員
は
州
名
で

現
在
卵
名
の
団
員
が
在
籍
し
て
い
ま

す。
消
防
団
貝
の
任
用
に
つ
き
ま
し
て

は
、
消
防
団
長
は
、
消
防
団
の
推
せ
ん

に
て
町
接
が
任
命
し
、
以
下
団
員
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
長
の
承
認
を
得
て
消

防
団
長
が
任
命
致
し
ま
す
。

入
間
資
緒
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
遠
賀
町
内
に
届
併
し
又
は
勤
務
す
る

者。
○
年
令
1
8
才
以
上
の
者
。

○
志
操
堅
固
で
身
体
強
健
な
者
。

遠
賀
郡
消
防
署

管
内
火
災
・
救
急
件
数

1
月
か
ら
8
月
ま
で

火

災

一

1

一

m

一

1

一

1

救
急
二
間
一
4
0
4
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精神衛生普及運動・糖尿病週間（3日－9日）

昭
和
5
5
年
度
少
年
野
外
活
動
の
つ
と
い

第
2
回
遠
賀
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

▽
主
催
　
福
岡
県
立
少
年
自
然
の
家

▽
期
日
　
昭
和
5
5
年
日
月
8
日
（
土
）

～

9

日

（

日

）

1

泊

2

日

▽
会
場
∴
怨
岡
県
立
少
年
自
然
の
家
「

玄
海
の
家
」

〒
8
1
1
－
4
3
宗
像
郡
玄
海
町
神
漠

偶

語

0

9

4

0

6

へ

2

）

2

5

1

1

▽
参
加
対
象
及
び
人
員

㈲
引
率
者
に
伴
わ
れ
た
少
年
グ
ル
ー

プ
、
子
供
会
、
少
年
団
体
等
の
リ
ー
ダ

ー
で
小
学
校
3
年
生
か
ら
中
学
校
3
年

生
ま
で
の
児
亜
生
徒
。

㈲
1
グ
ル
ー
プ
5
名
以
上
、
鳩
名
以
下

と
す
る
。

㈲
定
員
　
2
0
0
名

▽
主
な
活
動
内
容

㈲
交
歓
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

㈲
野
外
活
動

A
、
大
島
、
出
島
ハ
イ
キ
ン
グ

B
、
大
島
、
地
鳥
探
訪
と
源
づ
り

A
、
B
い
ず
れ
か
の
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ

lL。▽
経
費
一
人
千
八
百
円
（
食
が
代
、

シ
ー
ツ
代
、
淡
船
代
、
お
や
つ
代
）

▽
携
行
品

㈲
筆
記
用
具
、
洗
面
具
、
雨
具
、
士
は

き
、
帽
子
、
水
筒
、
軍
手
、
健
康
保
険

証
（
写
し
で
可
）

の
瀧
づ
り
希
望
者
は
釣
用
具
持
参
の
こ

と
（
扱
げ
釣
用
具
は
不
可
）

▽
参
加
申
し
込
み
及
び
承
認

の
引
率
者
ま
と
め
て
聾
式
に
よ
り
m
月

3
1
日
（
金
）
ま
で
「
玄
海
の
家
」
ま
で

申
し
込
む
こ
と
。

㈲
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り
、
参
加

の
可
否
に
つ
い
て
は
連
絡
す
る
。

要
項
に
つ
い
て
は
遠
賀
町
教
育
委
員

会
（
中
央
公
民
館
内
）
に
あ
り
ま
す
。

1
0
月
1
2
日
（
日
）
遠
賀
中
学
校
に
お

い
て
、
午
前
1
0
時
よ
り
第
2
回
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
当

日
は
鐘
天
で
し
た
が
、
各
地
区
よ
り
多

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
優
∴
勝
　
尾
崎

○
準
優
勝
　
鬼
洋

数
参
加
さ
れ
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
　
0
3
　
位
　
別
府
、
老
艮

第
2
回
遠
賀
町
少
年
空
手
道
大
会
開
催

遠
賀
町
助
役
に
柴
田
武
門
氏
を
選
任

任
期
満
了
に
伴
な
う
助
役
の
選
任
に
つ
い
て
9
月
定
例
議
会
に

お
い
て
柴
田
武
門
氏
を
選
び
0
0
月
3
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

役
場
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
（
　
）
内

は
旧
所
属
で
す
。

吉
村
哲
司
（
説
務
課
）

昭
和
5
5
年
同
月
3
日
付
企
画
課

村
田
栄
子
（
庶
務
課
）

昭
和
5
5
年
1
0
月
2
0
日
付
教
育
委
員

会
学
務
諜

立
石
駒
江
（
教
育
委
員
会
）

昭
和
5
5
年
1
0
月
2
0
日
付
住
民
課

柴
田
千
恵
子
（
住
民
課
）

昭
和
弱
年
1
0
月
2
0
日
付
庶
務
課

昭
和
弱
年
9
月
0
0
日
付
退
職

高
杢
ト
キ
ヨ
　
（
給
食
セ
ン
タ
ー
給

食
調
理
員
）

次
の
と
お
り
第
2
回
大
会
を
開
催
致

し
ま
す
の
で
、
一
般
住
民
の
方
も
多
数

御
観
覧
御
声
援
下
さ
い
。

▽
期
日
　
昭
和
5
5
年
Ⅱ
月
9
日
（
日
）

▽
場
所
　
遠
賀
町
武
道
場
（
役
場
樅
）

▽
時
間
　
年
前
1
0
時
よ
り

▽
チ
ー
ム
蘭
成
　
遠
賀
町
以
下
、
他
町

招
待
の
各
参
加
選
手
に
よ
る

団
体
戦
及
び
個
人
戦

▽
競
技
方
法

◎
個
人
戦

○
小
学
星
組
手
の
都

1
・
2
年
倍
、
3
・
4
年
生
、

5
・
6
年
生
の
各
ク
ラ
ス
別
。

○
小
学
生
型
の
部

1
～
3
年
生
、
4
～
6
年
生
、

の
各
ク
ラ
ス
肌
。

○
中
学
生
型
の
部

1
～
3
年
生
（
中
学
生
の
み
、

各
ク
ラ
ス
に
は
分
け
な
い
。
）

◎
団
体
戦
（
石
田
杯
）
本
年
度
よ
り

新設。

○
各
町
ご
と
に
、
各
学
年
1
名
ず

つ
代
表
選
手
を
選
出
し
、
各
町
対

抗
戦
を
行
な
い
ま
す
。

★
空
手
教
室
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す

小
学
生
よ
り
一
般
ま
で
、
腑
広
く
募

集
し
て
い
ま
す
。
毎
週
火
筒
、
木
嘱
目

の
午
後
7
時
よ
り
町
立
武
道
場
で
練
習

し
て
い
ま
す
の
で
希
割
者
は
武
道
場
に

来
ら
れ
る
か
、
教
育
委
貝
会
半
田
館

話
（
3
）
1
3
5
5
に
お
聞
合
せ
下
さ

指
導
者
は
、
餐
発
会
総
本
部
通
場
の

小
間
、
中
井
各
4
段
、
半
田
3
段
、
占

用
初
段
が
致
し
て
お
り
ま
す
。

一
級
・
一
一
級
技
能
士

通
信
講
座

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
働
い
て
い
る

人
が
通
信
教
育
に
よ
っ
て
専
門
的
知
識

を
習
得
で
き
る
講
座
を
開
い
て
い
ま
す

▽
訓
練
科

旗
械
加
工
科
、
仕
上
げ
科
、
と
び
科

板
金
科
、
配
管
科
、
旗
械
科
、
左
官
科

鋳
鋼
鋳
物
科
、
金
属
塗
装
科
、
タ
イ
ル

張
り
科
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
科
、
仕
上

げ
科
、
鉄
鋼
熱
処
理
科
、
短
気
め
っ
き

科
、
木
型
科
、
建
築
科
、
時
計
修
現
科

洋
服
科
そ
の
他
罰
3
4
科
目

▽
受
灘
資
格

実
務
経
験
が
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
受
灘

で
き
ま
す
。
（
但
し
、
1
級
に
つ
い
て
は

1
級
技
能
検
定
受
験
資
格
者
又
は
1
年

後
に
そ
の
資
格
を
得
ら
れ
る
方
。
）

▽
受
講
料
（
教
科
疎
代
等
含
む
）

1
級
八
千
円
　
2
級
六
千
円

▽
訓
練
期
間

標
準
1
年
で
い
つ
で
も
受
付
け
ま
す

▽
特
典

修
了
者
に
は
受
講
し
た
訓
練
科
に
対

応
す
る
技
能
検
定
職
穂
の
学
科
試
験
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
申
込
み
及
び
問
い
合
せ
先

北
九
州
市
八
幡
西
区
穴
生
3
丁
目

5
番
1
号
　
八
幡
総
合
高
等
職
業
訓

練
校

宙
話
0
9
3
（
6
4
1
）
6
9
0
9
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軍

サイズ表（範囲表示の場合）

手足の不自由な子どもを育てる運動（10日一12月10日）

既
製
服
が
　
　
　
　
　
一
サ
イ
ズ
表
を
m

選
び
や
す
く
な
。
ま
し
た
一
日
は
ほ
ほ
」

要
と
し
な
い
上
衣

の
衰
邪
は
、
「
単

数
馨
が
」
と
「
鱒

囲
表
示
」
の
二
通

り
が
あ
り
ま
す
。

男

胸
囲
と
胴
閲
の

寸
法
の
差
を
も
と

に
、
次
の
七
つ
の

「
体
型
区
分
」
が

定
め
ら
れ
、
フ
ィ

ッ
ト
性
を
必
要
と

す
る
衣
類
に
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

囲
、
体
型
区
分
、
身
長
を
も
と
に
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
身
長
は
次
の
よ
う
な

符
号
に
よ
っ
て
表
さ
れ
ま
す
。

7
0
　
7
5
　
0
0
∴
銘

－
．
0
　
6
　
7
　
8

「
単
数
表
示
」

で
は
胸
囲
と
身
長
を
表
し
ま
す
。

呼
び
名
は
、
胸
囲
8
2
、
身
長
鵬
の
場
合

。
∞
∞
I
N
◆
と
な
り
ま
す
。

「
鯨
開
墾
ホ
」
は
、
胸
囲
、
身
長
の

各
寸
法
を
「
誌
－
富
」
の
よ
う
に
一
定

の
幅
で
表
し
ま
す
。
呼
び
名
は
、
サ
イ

ズ
に
応
じ
て
、
S
・
M
・
1
・
早
E
L

の
五
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

人
が
荊
ろ
背

広
服
は
、
〝
総
A
O
〟
と
呼
ば
れ
ま

す
、
こ
の
。
5
〟
が
身
長
抑
セ
ン
チ
を

表
し
て
い
ま
す
。

う
わ
∴
∴
計

上
衣
類

フ
ィ
ッ
ト
牡
が
必
要
な
ヒ
衣
の
表
示

背
広
服
類
（
ス
ー
ツ
）

胸
囲
、
胴
囲
、
身
長
の
身
体
寸
法
で

表
示
さ
れ
ま
す
。

表
示
サ
イ
ズ
の
「
呼
び
名
」
は
、
胸

お
よ
び
呼
び
名
は
、

背
広
服
の
場
合
と

ま
っ
た
く
同
じ
で

す。
一

万

、

フ

ィ

ッ

ト
怪
を
あ
ま
り
必

の
四
区
分
と
な
っ
て
い
る
こ
と
以
外

は
、
サ
イ
ズ
表
示
な
ど
、
ほ
ぼ
背
広
服

の
場
合
と
同
じ
で
す
。

フ
ィ
ッ
ト
性
を
あ
ま
り
必
吸
と
し
な

い
コ
ー
ト
は
、
「
単
数
表
示
」
と
「
範

囲
表
示
」
の
二
通
り
あ
り
、
呼
び
名
が

S
・
M
・
L
・
L
L
・
豊
丘
段
階
着

か
れ
て
い
ろ
こ
と
な
ど
、
フ
ィ
ッ
ト
蛙

を
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
上
衣
の
場
合

と
同
じ
で
す
。

ズ
　
ボ
　
ン
　
類

長
ズ
ボ
ン
で
す
そ
上
げ
が
す
で
に
完

成
し
て
い
る
も
の
は
、
身
体
寸
法
の
胴

閲
と
、
衣
料
寸
法
で
あ
る
ま
た
下
を
表

す
「
単
数
表
示
」
ま
た
は
、
「
範
囲
表

示
」
の
ど
ち
ら
か
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ま
た
下
丈
は
、
は
く
人
に

合
わ
せ
て
後
で
調
整
す
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

そ
の
他
の
ズ
ボ
ン
、
例
え
ば
半
ズ
ポ
一

コ
　
ー
ト
類

フ
ィ
ッ
ト
性
を
必
要
と
す
る
コ
ー
ト

は
、
「
体
型
区
分
」
が
m
・
A
・
B
・
班

ン
、
ニ
ッ
ト
の
ズ
ボ
ン
で
は
、
身
体
寸

法
の
胴
囲
で
表
し
ま
す
。
表
示
方
法

は
、
「
単
数
巷
が
」
と
「
範
囲
表
示
」

の
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
　
の
他

事
務
服
・
作
業
服
・
セ
ー
タ
ー
・
カ

ー
デ
ィ
ガ
ン
：
シ
ャ
ツ
・
寝
ま
き
・
下

請
・
水
発
な
ど
は
、
S
・
M
・
L
・

早
署
五
段
階
に
よ
る
「
縄
開
寒
空

が
用
い
ら
れ
ま
す
。

中
小
企
業
倒
産

防
止
共
済
制
度

取
引
先
倒
産
の
場
合
の
資
金
手
当
を

い
た
し
ま
す
。

貸
付
額
腰
痛
二
千
百
万
円

中
小
企
業
者
に
と
っ
て
、
あ
る
日
突

然
に
し
か
も
予
告
な
し
に
や
っ
て
く
る

取
引
先
企
業
の
倒
産
は
ど
こ
わ
い
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
、
あ
な
た
の
取
引
先
が
倒
産
し

た
場
合
、
売
掛
金
や
受
取
手
形
な
ど
の

回
収
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

制
度
は
、
加
入
後
6
カ
月
以
上
た
っ

て
、
取
引
先
企
業
が
倒
彊
し
、
琵
掛
金

や
受
取
手
形
な
ど
の
回
収
が
囚
難
と
な

っ
た
場
合
に
、
掛
金
総
額
の
1
0
倍
の
範

囲
内
で
無
担
保
、
無
保
証
人
、
無
利
子

で
共
済
金
の
貸
付
け
が
う
け
ら
れ
ま
す

詳
し
い
部
は
遠
賀
町
商
工
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
あ
し
な
み
」
結
成

遠
賀
・
中
間
地
区
の
身
障
者
と
一
飯

若
者
と
の
交
流
を
計
り
、
噴
く
身
軽
者

を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
サ
ー
ク
ル

「
あ
し
な
み
」
を
結
成
い
た
し
ま
す
。

関
心
の
お
あ
り
の
方
は
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

次
の
通
り
発
会
式
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
日
月
9
日
　
1
3
臨
∵
－
1
5
時

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館

▽
申
し
込
み
先

昼
0
9
3
（
2
0
1
）
7
9
8
3
小
林

夜
0
9
3
（
6
0
1
）
1
7
4
9
年
輪



（5）「広報遠賀」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第253号

（11日－17日）

脱
　
　
穀

農
家
に
と
っ
て
は
田
植
と
稲
刈
り
が

特
に
忙
が
し
い
。
し
か
も
腰
が
痛
い
。

夏
の
夕
鶴
稲
す
き
い
（
す
げ
な
さ
い

）
秋
の
夕
焼
鈍
を
と
げ
（
明
日
は
晴
れ

る）。

か
く
て
稲
刈
り
、
穂
綿
い
が
す
み
、

い
よ
い
よ
稲
扱
ぎ
と
な
る
が
日
中
は
豆

醇
や
愛
ま
き
で
、
稲
扱
ぎ
は
ほ
と
ん
ど

が
雨
ふ
り
か
夜
業
の
仕
部
で
あ
る
。

千
歯
の
出
来
る
前
は
扱
箸
（
扱
き
竹

）
　
に
よ
り
脱
穀
し
た
。

蕃
状
の
二
本
の
竹
製
（
約
7
0
働
）
の

も
の
と
、
竹
筒
（
後
に
は
鉄
管
も
出
る

）
の
も
の
が
あ
り
、
二
本
の
間
に
稲
の

穂
首
を
は
さ
ん
で
引
き
脱
穀
し
た
。

享
保
年
中
か
ら
千
歯
が
出
現
し
た
。

し
か
し
歯
が
竹
鎖
の
た
め
厚
さ
2
露
ほ

ど
の
稲
の
穂
を
扱
ぎ
落
す
の
は
無
理
で

専
ら
麦
の
種
を
落
す
に
使
わ
れ
た
。

な
お
、
麦
の
脱
穀
は
麦
扱
ぎ
の
後
、

ブ
リ
（
唐
輯
）
で
秘
跡
か
ら
離
す
、
二

工
程
で
行
な
わ
れ
た
。

稲
用
千
歯
の
開
発
は
元
文
年
間
に
そ

の
名
が
見
ら
れ
ろ
。
こ
の
た
め
臨
時
藤

の
必
要
が
な
く
な
り
「
後
家
倒
し
」
の

異
名
が
つ
く
轟
で
あ
っ
た
と
言
う
。

そ
の
能
率
は
扱
き
箸
は
半
日
で
男
1
2

束
、
稲
吸
で
5
0
栗
、
千
歯
は
そ
の
約
3

倍
近
く
で
あ
っ
た
と
「
粒
々
辛
苦
録
」

は
述
べ
て
い
ろ
。

大
正
末
期
に
は
一
人
用
足
麟
脱
穀
機

が
出
現
し
農
民
は
驚
い
た
。

千
歯
が
出
来
て
後
家
倒
し
と
言
う
な

ら
ば
脱
穀
機
で
は
、
人
い
ら
ず
位
に
値

す
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
等
と
雷
う
シ
ロ

モ
ノ
で
出
の
中
は
変
れ
ば
変
る
も
の
。

背
の
農
民
の
辛
署
が
忍
ば
れ
る
の
で

ある。

（
吉
野
　
千
年
）

後
輩

昭
和
粥
年
度
遠
賀
町
職
員
採
用
試
験

遠
賀
叫
一
般
職
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

一
、
採
用
予
定
人
員
　
碧
干
名

二
、
受
験
資
格

0
男
女
と
も
学
歴
を
問
わ
ず

臼
年
令
　
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
3
8
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
れ
た
者
。

日
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

ア
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

イ
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

ウ
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
を
終
る
ま
で
又
は
そ
の
刑

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

工
日
本
国
態
法
施
行
の
日
以
後
に
お

い
て
日
本
国
憩
法
又
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他

の
圃
体
を
籍
成
し
、
又
は
こ
れ
に

加
入
し
た
も
の

第
一
次
試
験

▽
試
験
日
時
　
昭
和
5
5
年
Ⅱ
月
0
0
口

受
付
　
8
時
0
0
分

教
護
試
験
9
時
－
1
2
時

作
文
試
験
1
3
時
～
1
5
時

○
教
饗
試
験
に
つ
い
て
は
公
務
と
し
て

必
要
な
一
般
教
養
お
よ
び
知
能
に
つ

い
て
択
一
式
に
よ
る
謎
紀
試
験
（
講

等
学
校
卒
業
種
度
）

0
作
文
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
文
章
に

よ
る
表
現
力

▽
試
験
場
所
遠
賀
中
学
校

な
お
合
格
発
表
は
成
月
1
5
日
に
役
場
掲

示
枚
に
紺
示
す
ろ
ば
か
合
格
者
に
通
知

し
ま
す
。

舘
二
次
試
験

面
　
接
　
第
一
次
試
験
合
格
者
の
み

合
格
通
知
の
際
に
日
時
場
所
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
験
手
紙
及
び
受
付
期
間

▽
申
し
込
み
光
　
遠
賀
町
役
場
庶
務
課

人
郵
係

▽
受
付
期
間
　
1
0
月
2
8
日
か
ら

Ⅱ
月
1
7
日
ま
で

※
郵
送
は
日
月
1
7
日
消
印
ま
で
有
効

▽
申
し
込
み
方
法

申
し
込
み
は
「
試
験
申
込
番
」
を
遠

賀
町
役
場
庶
務
課
で
交
付
を
受
け
必
要

部
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

申
込
害
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は

封
筒
の
表
に
「
試
験
申
込
詩
謡
求
」
と

明
記
し
必
ず
5
0
円
切
手
を
は
っ
た
あ
て

先
及
び
郵
便
番
号
を
記
入
し
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
下
さ
い
。

受
験
表
は
試
験
当
日
受
付
で
交
付
し

ます。試
験
申
込
誹
に
は
必
ず
上
半
身
の
写

実
（
6
×
4
・
5
セ
ン
チ
位
）
を
は
っ

て
下
さ
い
。

▽
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
先

〒
8
1
1
－
4
3

遠
賀
郡
速
賀
町
今
古
賀
五
一
三
番
地

遠
賀
町
役
場
臆
務
諜
入
部
係

地
∴
託
　
0
9
3
2
9

（
3
）
1
2
3
4
番

内
線
2
6
2
番

第
2
回
お
魚
ま
つ
り

▽
日
時
。
日
月
2
日
（
日
曜
日
）

1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
水
巻
町
立
屋
敷

遠
賀
郡
魚
市
場
内

▽
主
脳
　
遠
賀
魚
市
場

遠
賀
中
央
鮮
魚
商
協
同
組
合

▽
内
容

。
米
飯
・
魚
食
普
及
を
目
的
と
し
た

種
々
の
無
料
試
食
。

。
魚
の
展
示
並
び
に
商
売
等
、
多
く

の
椀
物
が
あ
り
ま
す
。

福
岡
集塵

林
水
産
ま
つ
り

能
林
水
産
物
の
供
給
と
い
う
皆
さ
ん

の
生
活
上
最
も
重
要
な
役
割
を
持
つ
、

能
林
水
産
業
の
発
展
を
、
都
市
の
人
と

の
協
調
を
保
ち
な
が
ら
豊
か
な
農
山
漁

村
を
築
き
、
み
ん
な
の
「
ふ
る
さ
と
福

岡
」
を
つ
く
る
た
め
、
福
岡
県
饅
林
水

産
ま
つ
り
が
次
の
日
積
で
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
種
∴
日
月
8
日
（
土
）
～
日
月
1
0

日
（
月
）
ま
で
。

▽
会
場
　
直
方
市
民
会
館
、
宙
方
市
中

央
公
民
館
と
周
辺
の
遠
賀
川

河
川
敷
。

▽
行
軍
∴
塵
諌
水
産
物
の
展
示
、
即
売

モ
デ
ル
庭
園
、
郷
土
芸
能
、

乳
牛
共
進
会
な
ど
盛
り
だ
く

さん。

問過る知を税



第253号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報遠賀」（6）

▽　　▽　▽
そ　　注特
の　　　　参
他　　意品

籠篭等憲経緯

絹憲謹諜
測　　月　　分）
定　　の　　（

幼　　10
児　　時

11月分　し尿くみ取り予定表
〇人貝の移動があった時は、すぐに保挫衛生係に届けて下さい。
o便梢の中に、ゴム類・布ざれ・タバコの吸がラ等を投げ込まないよう

にして下さい。

くみ 取り日 �大型車くみ取り地区 � 

1（土） �田町、木守（西川の西側） �虫生津、上別府の一部 

＿生」。火1 �東町 �木守、広漠 

上」三水L �虫生津（新星赦） �広漠、松の本（東、西紀） 

6　（木） �－ �若松、尾崎 

7　（金） �月2回吸取り家庭 旧停（旧3号線北側）、鬼津、若松 �月2回汲取り家庭 

13（木） �� 

14（金） �日停（旧3号線商側） �鬼漆 

15（土） �遠賀川 �別府、上別府（商家、花園一部） 

17（月） �遠賀川、新町 爾て而新「藤一訂 �千代丸 
18（火） �� 

19（水） �迎＿＿ ＿麹吐＿＿＿＿ � 

型＿壁土 �� 

一旦」遺し �月2回汲取り家庭 �月2回吸取り家庭 

22（土⊃ �別府、遠賀Iii（ユニード前） 

＿墜」こ坐し �別府 � 

26（水） �＿旦哩－＿　＿＿ �道管、松の本（松の木組） 

∴∴∴・i �尾崎（芦屋、岡垣塊）、今古賀 浅木、虫生津、上別府、若菜台 � 

老良 

29（土） �浅木 � 

寄　生　虫　病　予　防　運　動（21日一30日）

∇
期
　
間
　
1
0
月
豹
日
～
n
月
2
9
日

▽
場
　
所
　
町
内
の
医
院
・
病
院
（
か

か
り
つ
け
が
あ
れ
ば
中
間

市
、
遠
萄
郡
内
の
医
院
・

病
院
で
も
可
）

▽
時
　
間

▽
対
象
者

▽
接
穂
方
法

各
医
院
・
病
院
の
診
療
時

間
内

3
歳
以
上
の
希
望
者

▽
料
　
金

l
週
間
か
ら
4
週
間
の
間

隔
を
お
い
て
2
回
接
穂

3
歳
～
中
学
生
以
下
は
無

料1
5
歳
以
上
　
1
回
に
つ
き

六
百
五
十
円

印
鑑
、
料
金

朝
の
体
温
は
必
ず
計
っ
て

行
っ
て
下
さ
い
。

3
戯
～
中
学
生
以
下
、
生

保
及
び
町
県
民
税
が
均
等

部
類
以
下
の
世
帯
の
人
は

無
料
用
の
問
診
票
を
配
付

致
し
ま
す
の
で
、
役
場
に

印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

及
び
B
c
G
予
防
接

種
（
も
れ
者
）

▽
期
日
、
時
間
等
は
未
定
。

▽
対
象
者
　
ま
だ
ツ
反
・
B
C
G
を
受

け
て
な
い
人
で
、
昭
和
5
6

年
4
月
m
日
に
お
い
て
4

歳
を
こ
え
る
人
。

▽
場
　
所
　
遠
賀
保
健
所
（
水
巻
町
頃

末）

▽
料
　
金
　
三
百
十
円
。

▽
そ
の
他
　
希
望
者
が
あ
れ
ば
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。
（
砥
話
で

も
可
）

乳

児

相

談

老
人
検
診

▽
対
象
者
　
統
裁
以
上
の
人

▽
日
時
及
び
場
所

日
月
1
日
0
9
時
約
分
～
日
時
柳
分

浅
木
公
民
館

○
職
時
－
1
5
時

今
古
賀
公
民
館

▽
内
　
容
　
0
検
尿
　
○
血
圧
測
定

○
問
診
　
○
血
色
素
検
査

▽
料
　
金
　
無
料

月

分

ゴ

ミ

収

集

予

定

表

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金



7）「広報遠賀」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第然3号

▽　▽

場　期

開　　　　　所　間

▽　▽　　　　　▽　▽　▽　▽

料対　　　　内　賜時　期
象

金　者　　　　容所　間　日

か 　　　ぜ 　　熟語鵠言霊の？ 　i まとし’ス‾の○状せ豆．ざをが○てき’向か頭 

築き忘ま黒亨嵩l▽　〃お離すとはどな ∵∴∴．∴：： 需峠華麗警襲そ売 り熟かぬく以発はぞ す放だま∴∴iなのる注す 

で　げ　を∴∴∴ま∴き　ま　後気　　よ　も　医合稲、疹　し　っだ高　あ　が　ま　饗含み 

麻
疹

▽
時

（はしか）予
防
接
種

1
0
月
上
旬
～
5
月
下
旬

町
内
の
医
院
・
病
院
（
か

か
り
つ
け
が
あ
れ
ば
中
間

市
、
遠
賀
郡
内
の
医
院
・

病
院
で
も
可
）

各
医
院
・
病
院
の
診
療
時

妊
　
婦
　
相
　
談

関
内

▽
対
象
者
　
生
後
1
2
カ
月
～
7
2
カ
月
児

な
る
べ
く
生
後
1
8
カ
月
～

3
6
カ
月
で
受
け
て
下
さ
い

▽
料
　
金
　
四
千
円
（
内
二
千
円
は
町

が
補
助
）

▽
問
診
票
の
交
付

接
種
1
週
間
前
か
ら
翻
日

ま
で
に
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
保
健
衛
生
係
で
問
診

票
を
受
領
し
て
下
き
い
。

▽
そ
の
他
　
生
保
、
町
県
民
説
が
均
等

割
額
以
下
の
世
帯
の
人
は

問
診
票
を
受
領
の
際
、
申

し
出
て
下
さ
い
。

韓
国
コ
レ
ラ
の
警
戒

9
月
初
旬
か
ら
月
末
ま
で
に
1
3
8

名
（
う
ち
死
亡
4
名
）
の
コ
レ
ラ
患
者

が
発
生
し
ま
し
た
。
韓
国
に
旅
行
さ
れ

る
方
や
港
湾
、
水
産
関
係
の
方
は
充
分

に
注
意
し
て
下
さ
い
。

∇
発
生
地
　
金
羅
南
道
　
金
羅
北
道

慶
尚
南
遠
　
忌
背
高
道

東
通
商
適

日
月
1
4
日
（
金
）

受
付
　
9
時
0
0
分
～
m
時

役
場
保
健
室

産
前
産
後
の
過
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

妊
産
婦

無
料

最
近
、
野
犬
や

飼
い
犬
に
よ
る
彼

書
が
目
だ
っ
て
い

ま
す
。
役
場
・
保

健
所
も
硬
膏
防
止

に
努
め
て
い
ま
す

が
博
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
不
用
犬
を
す
て
な
い
郵
（
保
健
所
に

引
取
り
を
た
の
む
）
遠
賀
保
健
新

館

藷

0

9

3

（

2

0

1

）

4

1

6

1

∇
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
を
し
な
い
郵

▽
飼
い
犬
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
始
末
す

る
諒

▽
飼
い
犬
は
必
ず
狂
犬
予
防
注
射
と
登

録
を
受
け
る
車

石
碑
の
復
元

木
守
の
井
手
神
社
に
あ
っ
た
筑
前
烈

婦
源
六
妻
之
碑
が
、
溝
辺
好
一
さ
ん
他

の
協
力
に
よ
り
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

お
ん
が
短
歌
会
談
革

北
九
州
短
歌
協
会
々
長

湖
中
靖
暮
先
生
選

兼
題
　
コ
ス
モ
ス

こ
の
家
の
主
憐
み
し
過
去
あ
り
て
荒
れ

て
い
る
屋
敷
に
コ
ス
モ
ス
は
咲
く

塞
広
　
　
勝

こ
の
地
区
に
住
み
た
る
人
が
構
え
た
る

や
コ
ス
モ
ス
は
土
手
を
埋
め
て
咲
け
り

高
崎
　
そ
の

丈
高
く
咲
き
い
し
コ
ス
モ
ス
甫
空
に
映

え
て
か
そ
け
さ
風
に
摺
れ
て
お
り

大
場
　
房
江

秋
と
い
う
季
節
に
心
よ
せ
お
れ
ば
コ
ス

モ
ス
の
花
園
に
ゆ
ら
ぐ
よ井

口
　
政
子

机
辺
に
挿
す
コ
ス
モ
ス
に
秋
来
ね
と
や

つ
れ
し
友
は
微
か
に
笑
め
る

白
石
　
敏
子

印32（日の謝感覚勤
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11月上期の遠賀町主要行事

日日行事内容車間i難会場i担当課i目的及び主な対象等 �������備　考 

10 ／ 27 i ll ／ 29 �巨ザ踊 �� �卓住民十の輔 ���詳細は 6ページ 

押‾ナ大学院運営委民会中二＼塵闘 �����社会教育課l �� 

寸木i老人大学中二‾ ����韻矧　〃　巨頭老人大観 ��� 
老　人　検　診函＝鵠 ��i琴転籍匡民諒匡以上の醒者 ��� 

7 �金 �定例体育指導委員会 �19：30一　席基軸 ��一社会輔標） �� 

：∴∴l・：…－　∴∴： ������個人戦及び団体戦 �詳細は 3ページ 

心　配∴ご　と　相　談 ���13：00－16車民醐飽l福祉課 ���内容は一切⑭です。 � 

定　例　区　長　会　撹 ��13‥00一　画会路上務練（ ���� 

言Tヰ‾‾‾児相談中一1司役醜士民諌i生後7－｛2ケ月児 �������詳細は 6ページ 

1車中大学醐可0：00－ ����韻由社会輔深厚・欄老人大学院生 ��� 

1同妊　婦　相　中00－12車醜室i住民課車産婦 �������詳細は 7ページ 

。祝倒ま3－10日細こ予約しましょう。

毎日のビジネスや家郵こ忙しく、知人

友人の鮨婚式、誕生日などに椀種を打

つのをつい忘れてしまうことがありま

す。

こんな時には、便利な配達日指定確報

をこ利用下さい。

3目前までにお打ちになると、150円

割引になります。

秋の全国火災予防運動（26日－12月2日）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
切
手
デ
ザ
イ
ン
募
集

国
民
各
層
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、
よ
り
一
周
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
悪
韻
の
高
揚
を
は
か
る
た
め
郵
政
省
、
通
商
産
業
省
お
よ

び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
対
策
推
進
会
頚
の
企
画
審
査
に
よ
り
、
広
く

一
般
よ
り
デ
サ
イ
の
募
集
、
受
賞
作
品
の
決
定
を
お
こ
な
い
、
郵
政
省
で

は
そ
の
最
優
秀
作
品
を
来
年
8
月
発
行
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
切
手
の
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

▽
応
募
規
程

。
応
勢
資
格
　
制
限
な
し

。
応
募
作
晶

の
内
容
　
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
個
人
の
作
品
で
、

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

㈲
用
紙
の
大
き
さ
等

。
用
紙
は
鵬
調
×
1
1
6
録
の
大
き
さ

と
し
、
同
寸
法
の
厚
さ
1
調
程
度

の
台
紙
を
は
り
付
け
る
。

o
描
写
寸
法
は
l
脳
n
X
m
録
の
大

き
さ
（
縦
、
横
い
ず
れ
で
も
自
由

）
と
し
、
周
囲
を
5
露
の
緑
色
ま

た
は
青
色
の
枠
で
囲
む
。
（
こ
の

枠
も
描
写
寸
法
に
含
み
ま
す
。
）

の
色
数
及
び
画
材
は
自
由
。

臼
日
本
郵
便
N
I
P
P
O
N
及
び

郵
便
料
金
額
（
5
0
）
を
描
写
寸
法

内
に
記
入
す
る
。

▽
申
し
込
み
先

〒
棚
東
京
都
港
区
西
新
橋
2
－
3
9
－

3
　
S
V
A
X
西
新
橋
ピ
ル

財
団
法
人
　
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

「
切
手
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

∇
締
切
日

昭
和
5
5
年
n
月
0
0
日
（
日
）
　
（
当
日

消
印
有
効
）


